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【手続補正書】
【提出日】平成20年11月26日(2008.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】電磁駆動装置及びこれを用いた光量調整装置
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
回転軸と、
中央に上記回転軸を配置する中空円筒形状の永久磁石と、
上記回転軸を中心に上記永久磁石と一体に回転する駆動アームと、
上記回転軸と永久磁石と駆動アームとから構成されるロータアセンブリを支持する上下一
対のロータ支持部材とから構成され、
上記永久磁石には回転軸方向の上端面に突起又は凹溝から成る第１嵌合部が形成され、
上記駆動アームには上記第１嵌合部に適合する突起又は凹溝から成る第２嵌合部が形成さ
れ、
上記ロータアセンブリを上記ロータ支持部材に形成された上下一対の支持面間に支持する
に際し、この上下支持面の間隔長さに対して上記永久磁石と上記駆動アームとの組合せ長
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さが長くなるように上記第１嵌合部と第２嵌合部の嵌合深さが設定されていることを特徴
とするマグネットロータ。
【請求項２】
内周面と外周面とを有する中空円筒形状の永久磁石と、
上記永久磁石の回転中心を形成する回転軸と、
上記永久磁石と一体に回転する駆動アームと、
上記永久磁石の内周面側に配置された内側ヨークと、
上記永久磁石の外周面側に配置された外側ヨークと、
上記内側ヨークと外側ヨークとに磁界を生起する励磁コイルとを備えた電磁駆動装置であ
って、
上記永久磁石には回転軸方向の上端面に突起又は凹溝から成る第１嵌合部が形成され、
上記駆動アームには上記第１嵌合部に適合する突起又は凹溝から成る第２嵌合部が形成さ
れ、
上記ロータアセンブリを上記ロータ支持部材に形成された上下一対の支持面間に支持する
に際し、この上下支持面の間隔長さに対して上記永久磁石と上記駆動アームとの組合せ長
さが長くなるように上記第１嵌合部と第２嵌合部の嵌合深さが設定され、
上記永久磁石と駆動アームとを上記一対のロータ支持部材間に回動自在に支持したことを
特徴とする電磁駆動装置。
【請求項３】
光軸開口を有する基板と、
この基板に取付けられ上記光軸開口を規制する羽根部材と、
この羽根部材を駆動する電磁駆動装置とを備えた光量調整装置に於いて、
上記電磁駆動装置は請求項２に記載の構成を備えていることを特徴とする光量調整装置。
【請求項４】
撮像若しくは投影などの光路と、
上記光路中に配置された撮像手段若しくは投影手段と、
上記光路中に配置され通過光量を調節する光量調整装置とを備えた光学機器であって、
上記光量調整装置は請求項３に記載の構成を備えていることを特徴とする光学機器。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また、本発明は電磁駆動装置を次のように構成することも可能である。
　内周面と外周面とを有する中空円筒形状の永久磁石と、この永久磁石の回転中心を形成
する回転軸と、上記永久磁石と一体に回転する駆動アームと、上記永久磁石の内周面側に
配置された内側ヨークと、上記永久磁石の外周面側に配置された外側ヨークと、上記内側
ヨークと外側ヨークとに磁界を生起する励磁コイルとを備える。そして上記永久磁石には
回転軸方向の上端面に突起又は凹溝から成る第１嵌合部を形成し、上記駆動アームには上
記第１嵌合部に適合する突起又は凹溝から成る第２嵌合部を形成し、ロータアセンブリを
上記ロータ支持部材に形成された上下一対の支持面間に支持するに際し、この上下支持面
の間隔長さに対して上記永久磁石と上記駆動アームとの組合せ長さが長くなるように上記
第１嵌合部と第２嵌合部の嵌合深さを設定し、上記永久磁石と駆動アームとを上記一対の
ロータ支持部材間に回動自在に支持する。
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【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明に係わる光量調整装置は、光軸開口を有する基板と、この基板に取付けられ上記
光軸開口を規制する羽根部材と、この羽根部材を駆動する電磁駆動装置とを備えた光量調
整装置であり、上記電磁駆動装置は上記の構成を備える。さらに、本発明に係わる光学機
器は、撮像若しくは投影などの光路と、上記光路中に配置された撮像手段若しくは投影手
段と、上記光路中に配置され通過光量を調節する光量調整装置とを備えた光学機器であり
、上記光量調整装置は上述の構成を備える。
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